










































































@Classes 

@ 

, 

Technical Survey 

Menu Ite n 

Click Iten 

¥¥7101) 

BuUon Radio Set Check Box Gnlphic 

¥¥7IOJ) ¥¥7IOJ) 

Searnail Vo1.6, NO.2 

:!:!:! 
..! 

�!.!�' 
; �!. 
; �! � : 
�:�:;: 
�:�:�: 
�:�:�: ;:;!;: 
;:;:�: 

;�:!;. 

. ,." 

:::!:. 

'�'�'� 

.:.:. 
0:0:' 
;.!.!. .... 
'.'.' 

..... .‘.... 
'.!.' 

..... 

...... 
'0';" , 
;!.:o: 

C UY8S 

Pict Icon Scroll Text 

Window/Exercise.Ok 

: :.: .:.,. 
." .... ........ .. . 

-36-

:::::: 

-
!:!; 

• 

! ﾕ 



Technical Survey 

4 . 2 オブジェクト・リポジトリーの欠知

SNSDを支援するCASEツー Jレでデータ辞書による支援

がないものは稀であるが、 αコーCASEでSNSDでのデータ

辞書にあたるオプジェクト・リポジトリーによる支援が

あるものは調査した範囲ではない。このため、モデルの

整合性チェック機能や、モデル内のオブジェクトの検索

機能が弱〈、大きなシステムへの適用にはまだ困難があ

る。

4.3 フォーマル仕様の欠知

OMTでは意味的制約の記述ができ、 B∞chl法でも前条

件・後条件の設定はできるが、いずれもフォーマ jレな仕

様記述言語は規定されていないため、対応するCASE

ツー Jレで意味的エラーのチェックができない。このあた

りの事情はSNSDを支援するCASEでも同じだが、改善が

望まれる。 [Redmond-Pyle 91]で、フォーマル仕様をCoad

法などの図表現と融合させる議論が行われている。

5 . 0 今後の方向

ここでは、 OONα)Dの方法論と OO-CASEの進む方向

を考えてみる。

5.1 モデル

OONOODのモデルとしては、 OMTのようにオプジェ

クトモデJレ・動的モデル・機能モデルの 3 つでシステム

を捉えていくのが最も自然だろう。 Booch法の 6 つの図

も、クラス図・オブジェクト図・モジュール図をオプ

ジェクトモデル、状態遷移図・タイミング図を動的モデ

Jレ、プロセス図を機能モデルと考えれば、この捉え方に

一致する。 Coad法も機能モデルが欠けている点以外は

OMTにかなり類似している。

対象システムをオプジェクトモデル・動的モデJレ・機

能モデルの 3 つで表す考え方は、結局SNSDの情報モデ

Jレ・動的モデル・機能モデルのうちの情報モデlレをオブ

ジェクトモデルに発展させただけであり、 SNSDとの概

念的整合性もとれる。

現時点では、方法論としてOMTが最も精密であり合理

的であるが、 Booch も Coadも方法論の改善を図ってお

り、今年中にも逆転があるかもしれない。いずれにせ

よ、この 3 つを中心としてオブジェクト指向のモデルと

開発方法論が展開して行くであろう。

5.2 標準化

SNSDを支援するCASEの発展は、 SNSDの記法の統一
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性によるところが大きい。オプジェクト指向の場合、各

技法の記法の標準化はまだ無理だろうが、いずれ標準化

を図らなければ、 CASEツールの発展も制限されるだろ

う。

5.3 CASEに必要な機能

ここでは、 α)..(ごASEで今後必要とされる機能を考え

る。

5.3.1 ユーザーインタフェース

現在のOO-CASE、特に方法論を支援するツー Jレは、

ユーザーインタフェースがまだ不十分である。特に以下

の機能が望まれる。

(1)手法のガイド

SNSDでも明らかになったことだが、背後にあ

る方法論を理解しないとCASEツールの効果はほ

とんどない。また、方法論の本を 1 冊読んだだけ

でCASEツー Jレを使いこなす人聞はそう多くな

い。従って、 OOAToolにある戦略カード機能と評

論機能のように、方法論をガイドする機能と

チェックする機能が一体に組み込まれている必要

治fある。

∞AT∞lの場合、戦略カード機能は(変更は可

能だが)単にテキストを表示するだけだが、今後

はハイパーテキスト機能との連動が必要であろ

つ。

( 2) ハイパーテキスト

∞N∞Dは基本的にボトムアップの方法論な

ので、ユーザーは情報の洪水の中を泳ぎまわるこ

とになる。 OMTのモジュールやCoad法のサブジェ

クトといった段階的詳細化のための機能だけで

は、適切な情報にたどり着くことはむずかしい。

そこで、ハイパーテキスト機能で情報聞の関連を

保持する必要が出てくる。

ObjectCastでは、任意のオブジェクトの注釈に

ハイパーテキスト機能を持たせていて、しかも

ユーザー定義可能になっていた。このような機能

がOO-CASEの任意の場所で提供される必要があろ

フ。

5.3.2 自己記述性

SNSDは、自身の開発手順をモデル化することがで

き、その能力をある程度証明できた。同様にα)A/OOD
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は、自分自身のモデルと開発手順を記述することによっ

て、その能力を証明できなければならない。

ObjectCぉtは、その開発にあたって各国のツー Jレ毎に

Coad法を使用しているが、全体を統括したモデルはまだ

ない。 OMTは、オブジェクト図エディターに自分自身を

適用してモデルを作成したようであるが、やはり全体を

統括したモデルはない。

∞-CASEは(たとえSma1ltaIkを使用したとしても)巨

大なツールになる。自分自身の分析と設計に、自分自身

のモデル技法と手法を当てはめるのが何よりも大事であ

ろう。

5.3 CSCW 

ooSO, SoftBenchなどの下流工程を支援するα〉ーCASE

は、ある程度、多人数による協同開発作業を支援してく

れるが、 ooATool ， ObjectCastなどはまだ多人数による開

発の支援機能が不十分である。いずれの場合も、 CSCW

(Computer-Supported Cooperative Work) [石井 91]的

な、高度な協同作業支援機能を用意 しているわけではな

u、。

しかし、 00..(ごASEが対象にする主なタゲーットは、複

雑なシステムを複数の人間で分析し設計していく、大規

模システムの開発・保守であろう。この場合、複数の人

間が、複数の版のモデJレや仕様を協同で検討していく

CSCW的な仕掛けが必須となろう。

6.0 おわりに

本稿では、 α)Aρ00の主な手法とOO-CASEを調査

し、その概要と問題点を提示した。そこで明らかになっ

たことのひとつは、 SNSOはもはやαJNOOOの一部とし

て包含されてしまったということである。特にOMTはう

まく SNSOを取り込んでいる。もうひとつ明らかになっ

たことは、 SNSOを支援するCASEツー Jレに比べ、 α〉

CASEはまだ統合的なツー lレとしての機能が完成されて

いないことである。もっとも、 Smalltalkをペースにして

開発されたOOAToolやObjectCastの開発スピードを見て

いると、その差も早晩解消されるだろう。それまでで

も、 SNSOを支援するCASEを使ってOONOOOを実行し

てみる価値は十分にあるだろう。

なお、多くの手法やCASEツー Jレが開発中であり、本

稿で対象とした手法やCASEツールも調査の直前に発表

されたものが多く、調査はまだ十分とは言えない。今後

も調査を継続していかなければならないと考えている。
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SEA 秋の集中セミナ一 '91

参加者募集

主催: ソフトウ ェ ア技術者協会 (SEA)

合
恒例の SEA秋の集中セミナーです. 金融証券疑惑で騒がしい今日この頃ですが， 1990 年代の前半は，いろいろな意味での激

動が予感されています.今回は，そうした意味で，簸近の SEA のさまざまなイベントの中で多くの関心を集めたトピックスを

選ぴ，産業界・学界の第一線で活躍されている会員の方々を中心に講師陣を編成して， 8 セ ッシ ョンのプログラムを組んでみま

した.みなさんの積極的なお申込みをお待ちしています.

開催 要 領

(1) 日 時 1 991 年 9 月 24 日(火)から 26 日 (木)，時間帯は午前 9:30 -1 2:30，午後 1 3:30 ・ 16:30

(2) 場所:青年会議所会館(東京都千代田区平河町 2-14-3 TEL: 03-3234-5601) 

(3) プロ グラム :

セ ッシ ョン 日 時間 テーマ 講師

AI 24 日 午後 定量的プロジェクト管理 堀江進(日本電気ソフトウェア)

A2 24 日 午後 新ピープルウエア 松原友夫(目立ソフトウェアエンジニアリング)

BI 25 日 午前 ソフトウェア・・プロセスをめぐる最近の話題 岸田孝一 (SRA)

B2 25 日 午前 オブジェクト指向入門 青木淳(富士ゼロックス情報システム)

CI 25 日 午後 マルチベンダー接続とセキュリテイ 中野秀男 (大阪大学)

C2 25 日 午後 CASE 技術の応用と課題 東陽テクニカ， SonyTektronix , SRA 
司会:亀田繁(フ 7 コムハイタ ック)

D1 26 日 午前 ソフトウェア設計方法論 山崎利治(日本ユニシス)

D2 26 日 午前 知識獲得支援のグループウエアから発想支援 園藤進(富士通研究所)

システム構築へ

それぞれ半日単位で l セッ シ ョンを構成します.時間帯は，午前 = 9:30 ・ 1 2:30，午後= 13:30 -16:30 

(4)参加費名 l セ ッシ ョン当たり 15.αm 円 (SEA 会員) , 20.∞o 円(非会員)， 5.αm 円(学生) • 

(5) 申し込み及び参加方法: 所定の申し込み票にご記入の上，下記宛て郵便またはFAXでお送り下さい.折り返し受講票， 諸

求書をお送りします.定員は各セッションとも 30 名，先着順で締め切ります. なお，申込後のキャンセ jレはお断わりし

ます .

氏名:

〒 160 東京都新宿区四谷 3・12 丸正ビル5F

ソフトウエア技術者協会 (SEA) 事務局

TEL: 0 3 -3 3 5 6 -1 0 7 7 FAX: 0 3 -3 3 5 6 -1 0 7 2 

E-Mail sea@sea.or.jp (junet) 

SEA 秋のセミナ一 '9 1 参加申込書(申込日 : 一一一月一一一 日)

ふりがな :

種別(0印で指定) : SEA 会員 (NO. 非会員 学生

会社(学校)名 :

部門 : 役職:

住所 (干

TEL: (内線

申込セ ッ ション (0印をお付けください) : A1 A2 B1 B2 C1 C2 

参加費 : 申込総金額 円

D1 D2 

内訳:申込セッション数: 一一一一_ x ( 15 ，αm 円 (会員)， 20.αm 円(一般)， 2，αm 円(学生)) 
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セッション Al (9 月 24 日午後)

定量的プロジェク卜管理

堀江進(日本電気ソフトウェア)

プロジェクトの定量的な把握や管理については，これまで，

いろいろな概念や技法あるいは統計的な指標やモデルが提

案されてきた.しかし，開発現場での応用は，いまだにそれ

ほど進んでいないのが現状である.実際にプロジェクトの

企画運営を成功させるためには，あらゆる側面で事態の定

量的な把握と予測を行なうことが必要とされる.ここでは，

講師自身が過去に実施してきた管理のための方策を，い く

つかの実例を交えて解説する .

セッション A2 (9 月 24 日午後)

新・ビープルウエア

松原友夫(日立ソフトウエアエンジニアリング)

プロジェクト管理技術は，ソフトウェアの世界における永

遠の課題の 1 つであるが， 最近では，特にその人間的な側面

が注目されている.また過去の経験にもとづくノウハウや

生活の知恵の累積は，成功を目指すチームにとって必4頁のも

のである.ここでは Tom Demarco 氏の話題の書 Peopleware

を中心として，ソフトウェア・プロジェクト管理への新しい

アプローチを紹介するとともに，人間重視の観点に立ったこ

れからの管理のあるべき姿を考える.

セッション Bl (9 月 25 日午前)

ソフトウェア・プロセスをめぐる最近の話題

岸田孝一 (5 RA) 

セッション Cl (9 月 25 日午後)

マルチベンダー接続とセキュリティ

中野秀男(大阪大学)

ネットワーク技術の急速な発展によって，異機種コンピュ

ータの接続が容易になり， ヘテ ロ ジニアスな環境構築がさ

まざまな場所で推進されつつある.しかし，実際のハード・

ソフトの選定，接続に関するさまざまなトラプルの処理，運

用に際してのセキュリテイ管理など，解決すべき課題が多い.

ここでは，講師自身の具体的な経験を例題として，異機種間

ネットワーク接続技術の現状との課題を，システム管理者の

立場から多角的に展望する.

セッション C2 (9 月 25 日午後)

CASE 技術の応用と課題

CASE ベンダー各社からの経験発表とパネル討論

司会:亀田繁(ファコムハイタック)

最近あちこちで CASE 採用の動きが目立っているが，その

効率的活用のためには，背景にある技法のトレーニングや，

既存のツールや環境との統合，分散環境下でのマネジメン

トなど，さまざまな函での検討が必要である.ここではベ

ンダー各社が経験した実際の現場への適用事例を踏まえて，

CASE 導入に際して起こりうるいくつかの間題点とその現実

的な解決策を，参加者とともに考える.

セッションDl (9 月 26 日午前)

ソフトウェア設計方法論

山崎利治(日本ユニシス)

従来のウォーターフォール型開発パラダイムの問題点を解 ソフトウェア設計は，完成されたシステムの性能，信頼性，

決するために，その後さまざまなプロセス・モデルが提案さ 保守等々を左右するきわめて重要な作業である.この設計

れてきた.現在人気を集めている CASE ツールも，適切なプ 作業を支援するために，これまでさまざまな方法論や技法

ロセス・モデルなしには，有効な活用は期待できない.問題 が提唱され，それぞれ一定の成果をあげてきた.ここでは，

は，現実の開発プロセスをどのようにモデル化するか，その ジャクソン法をはじめ，各種のソフトウェア設計技法とその

モデルをどんな形で表現し，稼働させるかである.ここで 実践的な応用の推進を手がけてこれらた講師の豊富な経験

は，最近の ICSE や ISPW での議論の内容を紹介し，これら をもとに，設計方法論の体系的展望と実務への応用上のポ

の開発環境の動向を展望する. イントを解説していただく.

セ ッション B2 (9 月 25 日午前) セッションD2 (9 月 26 日午前)

オブジェク卜指向入門 知識獲得支援のグループウエアから発想支援

青木淳(富士ゼロ ックス情報システム ) システムの情築へ 園藤進(富士通研究所)

オブジェクト指向型のソフトウェア開発は，現在最も多く コンピュータは人間の知的活動のうち，一体どこまでを支

の関心を集めている技法であろう.しかし，その原理的な 援できるのだろうか? また，すべきなのだろうか? それ

考え方はともかくとして，現実の仕事に対して具体的にそ は情報処理の分野を越えたこれからのコンビュータ応用の

れをどう応用したらよいかについては，まだよく理解され 中心的な話題である.その要素技術としての AI ， KB，ニュー

ていない点が多い.ここでは，実際にオブジェクト指向言語 ロ ，ファジィ などの理論はすでにある程度の成果上げてきつ

を用いていくつかのプロトタイプ・システムの開発に従事し つある.ここでは，第 5 世代などで講師自身が進めてきた

た講師自身の経験を踏まえて，オブジェクト指向の概念，技 いくつかの知的支援システムのプロトタイプ開発実験の成

法・ツールの概要や具体的な応用例を解説する. 果を解説していただき，今後の発展性を考える.



ADVANCE PROGRAM 
1st International Conference on the Software Process 

Holiday Inn Crowne Plaza, Redondo ßeach, CA 21-22 October 1991 

The software industry manufactures (and maintains and evolves) larg巴， complexartifacts-software systems. We would 
Iike its productsωbe of high quality and rcasonablc cost, and to be delivcrcd on timc and within budg巴t. Onc impo印刷
way to achieve thes巴 objectiv巴s is to improve the manufacturing process 一山e software process. A software proc巴SS IS 

a set of steps for creating and evolving software systems that 巴ncompasscs both technical and managerial concems. In 
particular, it must address tcchnical devclopmcnt, projcct managcment, data and configuration managcmcnt, and qualily 
assuranc巴 andcontrol throughoutthe softwarc lifc cyclc. Historically, thc softwarc cngin∞ring community has focuscd 
on thc products ofsoftwarc processes. Rcccntadvanccs in thc understanding ofthcsc proccsscs , focusing on thc activitics 
involvcd in crcaling softwarc products, prcscnt an opportunity to solvc many of thc problcms undcrlying softwarc 
creation and evolution. 

Monday 21 October 1991 
8.45arn -9.00arn 

Welcome and Opening Remarks -Mark 
Dowson , Conference Chair 

9.00arn -10.30arn 
Panel 1: Why is Process Important? 
Chair: M. Dowson, Software Design &入nalysis
Panelists: W. S. Humphrey, Software Engin∞ring 
Institute; M. M. Lehman , Imperial College of 
Science and Technology, London; L. J. Osterweil, 
University of Califomia Irvine 

11.00am -12.30pm 
Session 1: Using Process Modeling 
M. Kellner, Software Engineering Institute, USA. 
Soflware Process Modeling Supporlfor 
Managemenl Planning and Conlrol 
X. Song and L. J. Osterweil, University of 
Califomia Irvine, USA. Comparing Design 
Melhodologies Through Process Modeling 
H. Iida, T. Ogihara , K. Inoue and K. Torii , Os必叫
Univcrsity, Japan. Generating a Menu Oriented 
Navigalion Syslemfrom Formal Descriptions of 
Soflware Developmenl AClivity Sequence 

1.45pm -3.00pm 
Session 2: Experience Reports 
D. J. Frailey, R. R. Bate, J. Crowlcy, and S. Hills, 
Tcxas Instruments , USA. Modeling lnformalion in 
a Soflware Process 
S. S. Sutton Jr., H. Ziv, D. Heimbigner, H.E. 
Yes回yan ， M.Mayb出，L. J. Osterweil and X. 
Song, University of Colorado and University of 
Califomia Irvine, USA. Programming a Software 
Requiremenls Specification Process 
M. Saeki, T. Kaneko and M. Sakamoto, Tokyo 
Institute of T，民hnology， Japan. A Melhodfor 
Soflware Process Modeling and Descriplion using 
LOTOS 

3.30pm -4.30pm 
Session 3: Industrial Applications 
H.T. Yeh , AT&T Bell Laboratories, USA. 
Re-Engineering a Software Developmenl Process 
for Fasl Delivery -Approach & Experiences 
D. J. Frailey, R. R. Bate, J. Crowley and S. Hills , 
Texas Instruments, USA. Defining a 
Corporale-wide Soflware Process 

4.30pm -5.45pm 
Panel2: Pr舵ess in Industry 
Chair: M. Penedo, TRW 
Panelists: TBD 

6.30pm -8.30pm 
Conference Reception 

Tuesday 22 October 1991 
8.45arn -10. 15am 

Session 4: Process Centered Environments 
R.F. Bruyn∞ghe， J. M. Parker and J.S.Rowles, 
STC Technology, UK. PSS: A Syslemfor 
Process Enaclment 
C.F巴mstrom and L. Ohlsson, CAP Gemini 
Innovation , France, and Utilia Consult, Swed巴n .
Inlegration Needs in Process Enacted 
Environmenls 
N. Bclkhatir, J. Estublier and W. Melo, L.G.I. and 
CNRS , France. Adele 2: A Supporllo Large 
Soflware Developmenl Process 

10.45am -12.15pm 
Pancl 3: Proccss Rcscarch Foci 
Chair: W. Schacfcr, Univcrsity of Dortmund 
L 百lOmas， Hcwlctl-Packard. Reporlfrom lhe 7lh 
lnlernalional Software Process H匂rkshop (Oclober 
1991) 
D. Hcimbigncr, University of Colorado. The 
Process Modeling Example Problem and its 
Solutions 
W. Schaefer, University of Dortmund. European 
Process W(フrk-Report from llze 1 sl European 
Process Modeling Workshop (May 1991) 

1.30pm -3.00pm 
Session 5: Process Technology 
P. Mi and W. Scacchi, University of Southem 
Califomia, USA. Modeling Arliculalion Work in 
Soflware Engineering Processes 
M. Suziki and K. Katayama, Tokyo Institutc of 
Tcchnology, Japan. Mela-Operalions in lhe 
Process Model HFSP for lhe Dynamics and 
Flexibility of Soflware Processes 
M. Gisi and G. Kaiser, Columbia UnivcrsilY, USA. 
EXlending A Toollnlegralion Language 

3.30pm -5.00pm 
Panel 4: Future Process Directions 
Chair: R. Balz巴r， USC-ISI 
Panelists: TBD 



lst International Conference on the Software Process 
Prototype Systems Information 
Non commercial information a加utprototype 
process-oriented sy山ms will be distributed at the 
conference. Attendees may bring 100 -200 copi回 ofa
one/two page description for distribution, or send them 
in advance to: M. Penedo, TRW, R2.β062， One Space 
Park, Redondo Beach CA 90278 , USA. Descriptions 
should includ巴 system name, technical description, 
contact information for the system developers, 
availability of copies for experimentation , 
softwarc/hardware platform , and rcfcrcnccs to 
additional technical information. 

Program Committee 
Bob Balzcr (USA) Bill Curtis (USA) 
Gcrhard Chroust (A) Jean Claudc Dcrniamc (FR) 
Mark Dowson (USA) Watts Humph閃Y (USA) 
Gail Kaiser (USA) Takuya Katayama (J) 
Kouichi Kishida (J) Manny Lehman (UK) 
Le巴 Osterwcil (USA) Maria Pcnedo (USA) 
DcwaynePe町(USA) Bill Riddle (USA) 
Win Royce (USA) Wilhelm Schaefcr (D) 
Koji ToriiσColin Tully (UK) 

Sponsors 
Rocky Mountain Institute of Software Engin巴巴ring

(rMise) , in cooperation with British Computer Society 
(BCS), Institute of Electrical Enginecrs (ffiE), 
Softwarc Engineers Association of Japan (SEA). 

Coopcration request巴d from ACM and IEEE. 

Travel Information 
Thc Holiday Inn Crownc Plaza (Formcrly thc 
Shcraton) at Rcdondo Bcach is 7 miIcs south of Los 
Ang巴les Int巴mational Ai叩ort.

SuperShutt1e provides on-request service betwcen 
Los Angeles Intemational Airport and the hotel for $9 
each way. Call (215) 4178888 or use the courtesy 
telephone in 山e luggage reclaim area. Advancc 
r巴scrvations not needed. 

United Airlines is the official carricr for ICSP1 , and 
offcrs att巴ndees 45% off full coach fare (with 7 day 
advance purchase) or 5% off any published fare. 
Discounts apply betwe巴n 13 October and 25 October 
ondom巴stic flights for attendees only. Call Unitcd on 
(800) 521 4041 or con匂ct your travel agent quoting 
Plus ID 514KS. 

For Further Information 
Call Mark Dowson on +1 7034766250 or scnd cmail 
ωicsp l@sda.com 

Registration Form 
Send a copy with your paymentω: 

ICSPI-Registration 
rMise, PO Box 3521 
Boulder CO 80303 USA 

The conference fee covers admission to 山巴 technical
sessions, a copy of the Proc田dings ， morning and 
aftcmoon refreshments, buffet lunches and (except 
students) the Monday evening (cash bar) Confcrence 
Reception. 
Paymcnt must bc madc by US dollar ch民k payablc to 
rMise. Soπy， foreign--currency checks, credit cards and 
POs cannot be accepted. 
Canccllations rcceivcd by 15 Octobcr will reccivc a 

refund less a $50. cancclIation fee. No cancellations 
acccptcd aftcr 15 Octobcr (but samc--company 
pcrsonncl substitutions acceptcd). 
Advance Registration Fee (received by 1 October): 

US$300. Students US$I00. 
Late Registration Fee (received after 1 October): 

US$350. Studcnts US$120. 

Paym巴ntenclosed: US$ 

Nam巴:

Affiliation: 

Addrcss: 

Tclcphone: 

Accommodation Reservation Form 
Scnd a copy dir巴ct to: 

Holiday Inn Crowne Plaza, Ref: ICSPl 
300 N. Harbor Drive 
Rcdondo Bcach CA 90277-2552 USA 

or tcIcphonc + 1 213 318 8888 by 1 Octobcr to 
guarantee thc ratcs bclow, which also apply 
immcdiatcly bcforc and aftcr the confcrcncc. 
Rooms will only be held to 6pm on arrival date unIcss 
a one-night deposit (US$ ch民k) or major credit card 
number is provided. 
Name: 

Organization: 

Address: 

Telcphonc: 

Arrival date: 一一一一一 Dcparturc Date : 一一一一-
Room (tax not included): Single ($89) 一

DoubIc ($95) 一一 Govcmmcnt ratc ($78)_ 

Crcdit Card Namc: 

Card N um bcr: 

Expiry Date: 

Signature: 



ORGAl\.IZn刈G COMMITTEE: 

GENERAL CHAIR 
MI. Tony Montgomery 
Computer Science Department 
R.M.I.T. , GPO Box 2476V 
Melbourn巴 VIC 3001 ， A凶tralia

email: aym@goanna.cs.rmit.oz.au 
TEL: (61)・3・660・2943

FAX:(61).3-662・ 1617

PROGRA恥-1 CO-CHAIRS 

Dr. Lori A. Clarke 
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Dr. Carlo Ghezzi 
Politecnico di Milano 
Dipartimento di Elettroncia 
Piazza Leonardo da Vinci 32 
20133 Milano, ITALY 
email: relett24@imipoli.bitnet 
intemeじ ghezzi@ipmelz. elet.polimi .i t

TEL: (39)-2・2399・3529

FAX: (39)-2・2399-3411

TUTORIAL CO-CHAIRS 
Dr. Dewayne E. Perry 
AT &T Bell Laboratories 
6∞ Mountain Ave. , 3D-454 
Murray Hill, NJ 07974 USA 
email: de時間開ch.an.∞m

TEL:(201) 582-お29

FAX:(201) 582・5192

Dr. John Zeleznikow 
Department of Computer Scienc巴
La Trobe University 
Bundoora VIC 3083, AU5TRAUA 
email: johnz@latcsl.lat.oz.au 
TEL: (61)・3-479-1003
FAX: (61)・3-470-4915

TOOLS F AIR CHAIR 
Mr. John Leaney 
Electrical Engineering 
Unive出ty ofTechnology, Sydney 
P.O. Box 123, Broadway 
5ydney, N5W 2007, Australia 
TEL: (61)-2・218・9320

FAX: (61)-281 ・5996

CALL FOR PAPERS 
14th International Conference on Software Engineering 

Melbourne, AustraIia, May 11・ 15， 1992 

@⑤@⑫ G ⑩ 
Sponsored by: ACM SIGSOFT, 襴 E  TC-SE, IEA, ACS , and IREE 

百四 goals ofIC5E are: 1) to present 出e mostc山Tent and outstanding th∞，retical ， experimental, and practical 
work being ∞nducted in support of software engineering，釦d 2) to provide a forum to observe and discuss the 
state-of.・the-art and state-of-the-practice of software engineer加g . IC5E will offer a variety of presentations: 
tutoria1s, refereed pa戸rs ， panels, tools demonstrations , and abstracts. 

REFEREED PAPER5 are limitedω6000 words , with full-page figures b巴ing counted as 300 words . 力lese
papers should include a short abstract, list of keywords , and lead author's address. The content of these papers 
should not hav巴 been published before nor cuπently being considered for publication elsewhere. Refereed 
papers will be evaluated with respect to originality, significance, soundness , and cJarity. Papers presenting 
research，巴xperimental . or exp巴rience results 紅e welcome・ Research papers should indicate how the results 
contribute to sofLWare engineering practice. Experimental papers should describe 山e experimental me出od and 
interpret the results in teπns of practice. Experience papers should describe practical experienc巴 with state-of. 
the-art software enginee巾g methods or tools and. most importantly ， 自民ss the costs and benefits resuJting 
from 白色ir use. Al1 papers should indicate what is new and significant about 出e work pπsented and how it 
comp紅白 with related work. Acccpt巴d papers will appe釘 in the conference proceedings. The program 
committee wi1l select 出e best accepted pa戸rs to be considered for publication in a major journal. 

PANEL PROPOSALS should incJude the ti t1e, a brief description. the panel chむr and panelists (incJuding 
short vitae). Proposals wi1l be selected according to the substance and contributions to the conference program. 

ABSTRACTS sho凶d be no more 出釦 2 pages in length and may repoロ anything 合omnew results to experiｭ
ence. Abs町acts will be selected on the basis of interest and overal1 contribution to the conference program. 
Copies of the abs町acts wi1l be distributed at 出e conference and authors wi1l be given time to make a presenta・

tion about their work. 
Eight (8) copies of Papers. Pan巴1 Proposals. and Abstracts should be submitted by September 6, 1991 to 
program co-chair. Lori A. Clarke. 

TUTOR1AL PROPOSALS should describe irnportant software engmeering methods and tools and include a 
detailed description of a full day IUtorial and the relevant experience of the tutor. Proposa1s wilJ be selected 
according ω 出eir substance and contribution to the conference prograrn. Eight copies of tutorial proposals 
should be submitted by September 6， 1991 ぬ the Tutorial Co-Chair. Dewayne E. Pe汀y.

TOOLS FAIR PROPOSALS should represenl current experimental and commercial state-of-the-art tools and 
include a brief description of 出巴 tool and the p凶med demonstration. indicating if a presentation is desired. 
Exhibits and presentations will be selected on the basis of their importance. relevance. and nov巴Ity ・ Tools Fair 
proposa1s should be submitted by January 31, 1992ωthe Tools Fair Chair. John Leaney. 

FURTHER INFORMA百ON: For further information and/or a copy of 出巴 advance progr釘nwhen available. 
write IC5EI4. IEEE Computer 5∞iety. 1730 Massachusetts Ave.. NW. Washington. D.C.. 20036 USA. Some 
travel funds may be available 10 assist a limited number of attendees. Priority for such funds wi1l be given 10 
authors of a∞epled papers. 

IMPORTANTDATES: 
Papers. Abstracts. and Panel Proposals submission deadline: September 6, 1991, 
Acceplance nOlification December 15, 1991, T∞Is Fair proposals submission deadline: 
January 31, 1992, Final versions of papers due: February 1, 1992. 

PROGRAM COM恥lITTEE

W. Richards Adrion USA David Barstow USAVictor Basili USA Veronique Donzeau-Gouge FRANCE 
Anne Duncan USA Jean-Pieπe Finance FRANCE Kokichi Futatsugi JAPAN David Harel ISRAEL 
Daniel Hoffman CANADA 5凶an Horwitz USA Mehdi Jazayeri ITALY Ross Jefferey AUSTRALlA 
Gail Kaiser USA Takuya Katayama JAPAN Richard A. Kemmerer USA Reino KurkiふlOnio FINLAND 
Bev Liulewood UK Carlos J.P. Lucena BRASIL 百10mむ Maibaum UKC加1S D. Marlin AUSTRALlA 

Carlo Montangero ITALY Leon J. Osterwei1 USA Jarnes M. Purtilo USA Gruia-Cata1in Roman USA 
Wilhelm 5chafer GERMANY 501 M. Shatz USA Mary Lou Soffa USA Waller F. Tichy GERMANY 
Koji Torii JAPAN Axel v釘1Larnsweerde BELGIUM Anthony 1. Wasserman USA Jim Welsh AUSTRALlA 
David Wile USA Je釘mette Wing USA Alexander L. WolfUSA Michal Young USA 

判事噂· SEA では例年通り会議参加の研修ツアーを計画しています ..... 



NeXT ユーザ会の紹介

NeXT ユーサ・会は. 1990 年 6 月に活動を開始し . 1990 年 10 月 9 月月 26 日に正式に発足いたしました.

[目的 1 NeXT User Society (NeXus) とは. NeXT に代表される Computer 技術

-使い易い優れたユーザイ ンタフェ ース

・統合されたネットワーク環境

-洗練されたウ インドウアプリケーション

・優れたオブジェクト指向開発環境など

に興味を持つ個人のために.会員同士が協力し情報交換を行なうための非営利の団体です.

[活動] またこのような新技術および文化の普及と発展を諮るために次に示す各種活動を行なっています.

-月例会 (第 4 水曜日)開催ー(第 4 避の水曜日ではない)

各種専門分科会活動

. NeXus-Memo(月刊)の発行ー(原内容を保持する限り転載自由)

. NeXT ユーザ会会報(季干11)の発行・(転戦不可・非会員有償)

-会員内外との情報交換

・海外ユーザグループとの情報交換

-再配布可能ソフトウェアの配布

・ネ ットワークによるユーサ'会活動の広報

fj.sys.next , NeXT 会議室 (FCSALON)@Nifty ， next. ws 会議 @mix

. E-Mail サービス (mailing-list の運用)

nexus-office@nexus.or.jp 

-セミナー/シンポジウム開催

更に.ベンダーに対しての情報請求・改善提案・試用報告なども行ないユーザとして更に良い製品の改良 ・

開発を支援していきたいと考えています.

[運営] ユーザ会の運営は，会員有志の 自発的な協力と奉仕により行なわれています.また，その活動経費は会
費と活動収入及び善意の寄付によって賄われています.

ーーーーーーーー--ーーーーーー・ーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーー.ーー ーーーーーーーーーーーーー

NeXT ユーザ会 (NeXus) は.全ての NeXT 及び NeXT 関連技術 ・文化に関心のある個人の為の非営利

団体です.その活動は，会員有志の奉仕に よ って運営さ れています . NeXT 所有の有無は入会の条件では

ありません NeXT に興味を持つ方の月例会へのグスト参加を歓迎します(参加費 1 ，000 円) .月例会参
加者には，最新の NeXus-Memo を配布しています

また最近の主な活動として.

Super ASCII 1991 年 6 月号 TEST LAB. r NeXT OS 2.0J (評価記事)の執筆

ー キヤノ ンのプラ イベートショウ rNeXT コンビュータフェア‘91J の参加

があります

ーーーー・・・ーーーー---ーーーーーーーーーーーーー--ーー ーーー ー司ーーーーーーーーーーーーーーー勾ーーーーーーーーーーーー司・・・・ーーーー司・ーーーー

題谷和範 NeXT ユーザ会代表幹事 fax:03-3351 ・0880

NeXT ユーザ会事務局 〒 142 東京都品川区荏原 4-4-2 大橋医院気付

junet:nexus-office@nexus.or.jp , mix:shioya , Nifty:PFC02015(小津)



sea 
ソフトウェア技術者協会
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